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６月２６日（金）９：００から第１ 

回「樹木剪定講座」を開催します。 

当日は、鈴木造園（有）から及川昭 

一氏を招き、基本的な庭木の手入れや

樹木の特性に応じた剪定に関する知

識と伐採技能を学びます。 

皆様の参加をお待ちしております。 

詳細は、全戸配付のチラシをご覧に 

なり、猿沢市民センターまで電話又は

申込書で申し込みをお願いします。 

 

電話：７６-２２２０ 

＝「樹木剪定講座」を開催＝ 

本年度の事業が始まります。皆さんのニーズにそった事業を展開していけ

るよう努めてまいります。皆さんの受講をお待ちしております。詳細につい

ては、別添令和２年度猿沢市民センター事業計画をご覧ください。 

◇女性研修会（11月） 

食と健康講座 

◇少年少女教室 

・夏：川遊び教室、冬：社会科見学 

・学びの土曜塾（年2回） 

・大東ジュニアサマーキャンプ 

◇家庭教育学級（１１月） 

親子ふれあい教室 

◇自治会婦人講座（通年） 

手芸品の作成等 

 

 
◇室蓬カレッジ（6月） 

猿沢の神社仏閣を学ぶ 

◇新春講演会（１月） 

猿沢出身者による講演 

◇地域づくり講座（7月） 

地域づくりの先進事例を学ぶ 

◇いきがいづくり講座 

・植木、剪定講座（6月） 

・生き方講座（7月） 

・ポーセラーツ講習会（8月） 

・アイシングクッキー講習会（9月） 

・陶芸体験教室（11月） 

◇健康教室（1月） 

薬剤師による講演 

◇ウォーキング教室 

運動する機会の提供 

 
◇ヘルスアップ教室（1月、2月） 

冬期間の運動不足を解消 

＝新型コロナウイルス感染防止に係る施設利用について＝ 

 国の緊急事態宣言が解除されましたが、市民センター等の利用は「3 つの蜜」

を避ける取組として、各部屋の利用定員の５０％以下になるような利用をお願

いいたします。 

また、６月１８日までは特定警戒都道府県であった地域の方（北海道・埼玉

県・千葉県・東京都・神奈川県）の利用については、引き続き自粛をお願いい

たします。 

 

 今年度の猿沢地区放課後子ども教室については、６月１

日から始まりました。例年より１ヶ月遅れの開始となりま

したが当日には、開始式を行い菊池所長から「元気にケガ

の無いように過ごしください」と挨拶がありました。 

引き続き市民センターから教室活動にあたってのお願い

事項について子どもたちにお話しを行い、子どもたちは静

かに真剣に聞いてくれました。そして、開始式終了後には、

早速、子どもたちは元気にボール遊びや宿題に取りかかり、

久ぶりに元気な声や笑い声が伝承交流館に響きわたるよう

になりました。今年度の子ども教室には、新入生９名を含

む３９名の参加があり、指導員１３名で活動を見守ってい

ただきます。地域の皆さんのご協力もよろしくお願いしま

す。 

教室の運営には、地域の皆さんからご支援とご協力をい

ただき、子どもたちの安心・安全な居場所として教室の運

＝子ども教室がはじまりました＝ 
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会
教
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づ
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づ
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エ
コ
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ク
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一
緒
に
手
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り
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せ
ん
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猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
活
動
し
て
い
る
サ

ー
ク
ル
「
手
づ
く
り
村
」
さ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
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７
月
１
日
か
ら
全
国
の
小
売
店
な
ど
で
レ
ジ
袋
が
有

料
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
持
ち
歩
く

こ
と
が
で
き
、
繰
り
返
し
使
え
る
『
マ
イ
バ
ッ
ク
（
エ

コ
バ
ッ
ク
）
作
り
』
を
６
月
１４
日
・
２８
日
の
２
回
、
午

前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分
ま
で
猿
沢
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。 

【
持
ち
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◎
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費
５
０
０
円
（
材
料
代
込
） 

※
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当
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準
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第
２
回
は
、「
猿
沢
吹
き
矢
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、 

始
め
た
理
由
や
今
後
の
活
動
抱
負
に
つ
い
て
、
菅
原

豊
一
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。 

◆ 

活
動
を
始
め
た
理
由 

毎
週
金
曜
日
、
13
時
30
か
ら
15
時
30
分
練
習
し

て
い
ま
す
。 

吹
き
矢
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
正
し
い
姿

勢
と
正
し
い
腹
式
呼
吸
で
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
簡
単
で
激
し
い
動
き
が
な
い
の

で
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に

最
適
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
参
加
す
る
こ
と
が
魅
力

で
す
。 

◆ 

今
後
の
活
動
抱
負 
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の
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晴 は

れ
た
ら 

金 き
ん

の
鈴 す

ず

あ
げ
よ 

てるてる坊主  

今
年
も
子
供
た
ち
の
体
験
活
動
を
目
的
に
「
花
の
植

付
作
業
」
を
行
い
ま
す
。 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
に
子
供
達
と
一
緒
に
花

の
植
付
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
手
伝
い
が
可
能
な
方
は
気
軽
に
お
申
込
み
願
い
ま

す
。 ・

日
時
： 

６
月
２５
日
（
木
）
16
時
３０
分
～
17
時
00
分 

・
場
所:

：
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

・
持
ち
物
：
軍
手
、
移
植
用
シ
ャ
ベ
ル
、
タ
オ
ル
、
水

分
補
給
飲
料 

・
そ
の
他:

保
険
加
入
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
己

責
任
の
も
と
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
お
申
込
み
方
法 

６
月
１７
日
ま
で
に
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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ず
、
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ゲ
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層
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そ
し
て
、
地
域
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会
の
人
々
と
の
相

互
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
な
活
動

の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 
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ねらい 対象 時期 内容 評価 反省と課題

小学生
8月4日(日)
14：00～16：00

川遊び教室
・河原での魚のつかみ取り体験。
・岩魚の塩焼きを食べる。
・日大一中生との交流。
・参加者52名
・猿沢地区福祉活動推進協議会との共催事業

・川で遊ぶ機会が無くなった子供たちにとっては、
楽しい夏の思い出とともに貴重な経験になったと思
われ良かった。
・また、保護者にとっても童心に帰って一緒に楽しん
でいたことも良かった。

・日大一中生との交流については、表面的なもの
で終わってしまい十分とは言えなかった。次回は事
前に仕掛けや対応を工夫しておくことが必要。
・体調を崩す者もなかったが、天候によっては休憩
をとることも必要になると思われるので、事前に検
討しておく必要がある。

6月14日（金）
9：30～10：30

ふれあい、たのしい、親子のヨガ教室
・ヨガをとおして、親子の触れ合いを促進する。
・猿沢保育園との共催事業
・講師　小野寺留美氏
・参加者数　66人

・ヨガが親子触れ合いのツールとして活用出来るこ
とを理解したようであり、一定の成果はあったものと
考える。
・小さい子供には、１時間は長すぎ飽きてしまってい
た。

・マイクを使用しても後ろの方まで講師先生の声が
聞こえないときがあった。講師を中心に取り巻くよう
な形で行うなど工夫が必要だった。
・子ども飽きさせないため途中に休憩を入れるなど
の工夫も必要だった。

10月12日（土）
10：00～11：00

絵本と想像力
・専門家から講義
・図書館からの臨時図書の貸し出し
・猿沢保育園との共催事業
・講師　福音館書店　有賀武史氏
・参加者数　30人

・絵本の大切さや絵本の選び方など、熱心に
聴講していた。
・図書館と連携し、臨時に図書の貸し出しを行った
が、多くの保護者が２冊、３冊と借りて帰り、好評
だった。

・当日は台風により開催が危ぶまれたが、天気も
穏やかで無事実施することができ良かった。
・今後の事業においても、より効果的なものとする
ため「講演+α」を考えていくことも必要。

（２）成人学習

ねらい 対象 時期 内容 評価 反省と課題

自
治
会
婦
人
講
座

自治会毎の学習課題の掘
起こしと家庭生活の知識
向上

自治会の婦人 通年

手芸品の作成を通じた交流の促進
・２区婦人会（5/27実施）　16人
・台ヶ丘婦人部（5/12実施）20人
・3区婦人会（7/21実施）　　16人
・11区婦人会（8/31実施）　19人
・1区婦人会（9/29実施）　15人
・新渡戸婦人会（10/5実施）　　15人
・13区婦人会（10/27実施）　６人
・峠婦人会（2/25）    29人

・昨年度の6団体から2団体増え良かった。
・今年も、婦人講座で取り組んだ作品を文化祭に出
品いただき、文化祭も盛り上げていただき良かっ
た。

・なにに取り組むべきか苦労されているとの声もあ
るが、地区内に講師がいない地区については講師
を派遣するなど、支援方法を考えながら継続実施を
支援することが必要。

室
蓬
カ
レ

ッ
ジ

猿沢地区の郷土史や史跡
にスポットをあて、地区民
の興味を刺激し、理解を促
進する

一般

①6月12日（水）
②6月26日（水）
③7月10日（水）
13：30～15：00
④7月25日（木）
9：00～16：00

①猿沢の地名と史跡
②お伊勢参りと伊勢神楽
③江戸時代の猿沢を知る
・講師　元猿沢公民館長　菊地長助氏
④移動研修（県立博物館他）

・以前にも行った内容ではあるが、しばらく時間が
たっていることから参加者には好評であった。
・大原、渋民、猿沢の合同のチラシ発行することに
より、広く周知することができ、地区外からの参加者
もあった。

・郷土のことを話せる講師が少なくなってきている。
・大原市セ、渋民市セと３館協議のうえ合同のチラ
シ発行することにより、広く周知するとともに、他地
区への参加も促す。

新
春
講
演
会

猿沢出身者の「歩んでき
た道」講演

一般
令和２年１月５日（日）
10；00～11：30

　猿沢出身者や縁のある者を新春の講師として招き、
地域のことや自分の生き方などを考える機会とする。
　演題　「私の歩んできた道」
　講師　及川　篤　氏

講師の都合により急遽中止
中止となったが、別の形での開催も検討するべき
であった。

4月28日
8：10～9：30

避難所設置・運営訓練
・避難者の受け入れと避難所運営訓練
・参加者　50人
・自主防災組織や消防署との共催

　指定管理受託後間もない避難所設置・運営訓練
であり大変参考になるとともに、10月の台風19号の
際には早速役に立った。

自治会や自主防災組織と協力し、災害発生時の災
害弱者支援や避難行動の仕方などについても学習
機会の確保について検討が必要。

生きがいの創造
一般

①9月17日（火）
②9月24日（火）
③10月1日（火）
④10月８日（火）
9：00～12：00

編物教室
受講生個々のレベルに合わせた指導方式。
作成するものは個々に決定
・講師　鈴木喜和氏
・参加者　延べ27人
・当初計画の箸置きワークショップに替えて実施

当初計画の箸置きワークショップについては、担当
が変わったことなどもあり十分に内容を引き継ぐこと
ができなかったことから中止、一定の参加人数が見
込めるものとして編物教室を実施した。それなりに
好評であった。

編物教室も年数を重ねてきており、参加者が固定
化する傾向にあり、取り組みの内容などを検討する
必要ある。

12月27日
10：00～12：00

生け花教室
・講師　及川智子氏
・参加者　　13人
・当初の収納術講座に替え実施

当初計画の収納講座は関心や実施時期に難しさが
あることから見送り、生け花教室を開催した。参加
者には、生け花の魅力と新年を迎える華やいだ気
持ちから好評であった。

・1回だけの開催となってしまったが、継続的な取り
組みもできるよう工夫が必要である。

一般
6月21日
9：00～11：30

猿沢地区健康運動教室
（ポールウオーキング教室）
・ポールを使ったウオーキング方法やストレッチ方法な
どを学習
・参加者12名
・市保健福祉課共催事業

大東支所保健福祉課共催事業
・初めての方もポールを使うことにより姿勢がよくな
り効果が高いことから、参加者からも好評であった。

・これまでの用具を使わないウオーキングから市が
推奨するポールウオーキングに移行するよう誘導
方法を考える必要がある。

一般 7月7日（日）8：00～16：30
氷上山登山（陸前高田市）
・参加者10人
・猿沢体育協会共催事業

体育協会との共催で、しばらくぶりで登山に取り組
んだ。参加者からは好評であった。また、初めて挑
戦した者もおり良いきっかけとなったようである。

・事前に下調べをしていただきながら実施をしたの
で予定どうり、進めることができた。
・今後の実施に当たってもコースの選定と事前の下
調べが大切である。

一般
9月2日（月）
13：30～15：30

薬剤師講演会
「お薬との上手な付き合い方」
講師　薬剤師梶山洋平氏
・参加者　30人
・市保健福祉課共催事業

大東支所保健福祉課共催
簡単に思いがちな服用時間を守ることなど知ってい
るようで知らないお薬の飲み方など学んだ。

大東支所保健福祉課共催
身近な問題に目を向けながら参加意欲の向上に努
める。

ウ

ォ
ー

キ
ン
グ
教
室

運動する機会を提供するこ
とや参加者の健康増進意
識を啓発し、ひいては地区
民の交流につなげる

一般

①4月24日（水）
②5月29日（水）
③6月26日（水）
④7月31日（水）
⑤8月28日（水）
⑥9月25日（水）

ウオーキング教室
①金取方面　　　　　参加者22人
②北上展勝地　　　　参加者27人
③峠方面　　　　　　参加者18名
④奥州市佐倉河　　　参加者28人
⑤七ツ森方面　　　　参加者16人
⑥大船渡碁石　　　　参加者19人
　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　130人
・講師　スポーツ指導員　長野　功　氏
・ウオーキングサークルモンロークとの共催

・モンロークとの共催事業とすることに、研修内容や
コースの選定などをスムーズに行うことができ良
かった。
・参加者から好評であるが管外移動研修が多くなっ
ている。

・ポールウオーキングへの移行が課題
・モンロークの自立支援

ヘ

ル

ス

ア

ッ

プ

教

室

冬期間の運動不足を解消
し健康増進を図る

一般
1月30日
2月27日

軽スポーツやストレッチ体操など
・講師　スポーツ指導員　浅利　健　氏
・参加人数　19人

・冬場の健康づくりとして参加者からは好評 ・顔ぶれ、人数が固定化している

女
性
研
修
会

女性目線からみた他の取
り組みを研修することで、
女性のパワーを地域の活
性化に活かす

猿沢婦人会
6月23日
8：20～17：00

先進地事例に学ぶ
「昭和の学校（花巻市）」
・参加人数47人
・猿沢婦人会との共催事業

・昭和時代に使われた様々な物品を廃校舎を活用
し展示することにより、おおくのひとが訪れ地域の活
性化につながっている様子を見学し、大変好評で
あった。

・婦人会と共催しながら、女性の力を地域の活性化
に結びつけられるような研修を続けることが大切

フ

ラ

ワ
ー

ア
ー

ト

教

室

さまざまな形式の花や木
の実を使ったアレンジの仕
方を学ぶ

一般
10月26日（土）
10：00～12：00

木の実のリース講習会
・木の実や植物のツルを使用した作品づくり
・講師　及川　智子氏
・木の実の会と共催

木の実の会との共催によりスムーズに教室を開催
できた。

参加者等が固定化してきているので、内容の見直
しなどさらに検討が必要。

健
康
教
室

健康の保持

　令和元年度猿沢市民センター事業報告

少
年
少
女
教
室

地域の自然や生活文化等
の理解を深めるとともに、
異年齢間の交流を図る

家
庭
教
育
学
級

家庭教育の重要性を再認
識し、その充実を図るた
め、子どもを持つ保護者の
学習と交流の場を設け、
子どもたちが健やかに成
長することを支援する

猿沢保育園児
及び保護者

い
き
が
い
づ
く
り
講
座

（１）青少年学習

                               

                               

   
 

 去る５月26日（火）、猿沢地区振興会定期総会を開催し、猿沢市民セン

ターの令和元年度事業報告並びに決算、令和２年度事業計画並びに予算が

承認されました。 

昨年度から会計処理は複式簿記を採用しており、貸借対照表と損益計算

書での決算報告になっております。決算書、予算書については、振興会だ

より６月号に掲載しておりますのでご覧ください。（下記総会資料より抜粋） 

猿沢市民センター 

R２年度事業計画 

決  定 

※この他に高齢者学習支援、芸術文化の振興と文化財の保護活用、広報さるさわの発行、猿沢地区放課後子ども教室事業も行いました。 
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ねらい 対象 時期 内容

小学生 8月上旬

夏：川遊び教室

・魚のつかみ取り

冬：社会科見学：奥州宇宙遊学館など

小学生（大東町内）
夏休み期間：２回

冬休み期間：２回
学びの土曜塾

小学生（大東町内） 夏休み期間：１泊２日 大東ジュニアサマーキャンプin花山

猿沢保育園と協議の上決定（４月下旬）

1/11（土）10：00～11：00 猿沢保育園と協議の上決定（１１月下旬）

（２）成人学習

ねらい 対象 時期 内容

自

治

会

婦

人

講

座

自治会毎の学習課題の掘起こしと

家庭生活の知識向上
自治会の婦人 通年

手芸品の作成等通じた交流の促進

・講師料１時間分補助

室

蓬

カ

レ

ッ
ジ

当センターでは猿沢地区の郷土史

や史跡にスポットをあて、振興会の

事業に繋がる事業を計画する

一般
６～７月頃

猿沢の神社仏閣等について学ぶ。

新

春

講

演

会
郷土出身者の「歩んできた道」を聞

きながら自分の生き方を考える
一般 令和２年１月９日（土） 猿沢出身者による講演

地

域

づ

く

り

講

座

地域づくりの先進事例を学び今後

の地域づくりの参考とする。
一般 5月～７月

先進的な取り組みを行っている地域の代表者などを講師に迎え、講

演をいただき地域づくりを考えるきっかけとする。

（振興会との共催事業）

11月

陶芸体験教室

手づくりの創作を楽しみながら焼きあがった器をイベント（文化祭等）

に展示することで、周囲の意欲を喚起するとともに交流機会の増加を

進める。

６月、10月
植木剪定・伐採講座

基本的な庭木の手入れ知識と伐採技術を学ぶまた、庭木の病害虫の

予防に効果を期待。

７月
「生き方講座」

これまでの人生を振り返り、これからの生き方を考える。

８月
ポーセラーツ講習会

白磁などに絵柄のついた皿などに転写紙を張り付け焼成

９月 アイシングクッキー作り講習会

健

康

教

室
健康の保持 一般 １月 薬剤師講演会

ポ
ー

ル

ウ

オ
ー

キ

ン

グ

教

室

運動する機会を提供することや参

加者の健康増進意識を啓発し、ひ

いては地区民の交流につなげる

一般 ６月～
地区内ウォーキングを中心に実施

移動研修は状況を見て

ヘ

ル

ス

ア

ッ
プ

教

室

冬期間の運動不足を解消し健康増

進を図る
一般 １月、２月 伝承交流館にて軽運動

女

性

研

修

会

女性目線からみた他の取り組みを

研修することで、女性のパワーを

地域の活性化に活かす

猿沢婦人会 １１月予定

食と健康講座

健康管理に重要な食をテーマに女性が多く集まる機会を企画して講

演、実技指導を通じて家族及び地域の健康管理を図る

ま

ご

こ

ろ

弁

当

講

座
文化祭を盛り上げるため２日目の

食堂をボランティアで運営する

一般
１１月 文化祭２日目のお弁当づくりと販売

土

づ

く

り

、

花

壇

づ

く

り

教

室
野菜や花壇づくりに必要な土づくり

について基本的な知識を習得。

一般、児童

６月　土づくり及び実技

8月  花壇づくり、花の植栽

「肥料、堆肥、石灰の基礎知識から使い方」について学び、　花や野菜

作りなどに挑戦する。また、収穫も楽しむ。（子ども教室児童と共同作

業）

令和２年度猿沢市民センター事業計画

少

年

少

女

教

室

地域の自然や生活文化等の理解

を深めるとともに、異年齢間の交流

を図る

家

庭

教

育

学

級

家庭教育の重要性を再認識し、そ

の充実を図るため、子どもを持つ

保護者の学習と交流の場を設け、

子どもたちが健やかに成長するこ

とを支援する

猿沢保育園児及び保護者

い

き

が

い

づ

く

り

講

座

生きがいの創造
一般

（１）青少年学習

※この他に高齢者学習支援、芸術文化の振興と文化財の保護活用、広報さるさわの発行、猿沢地区放課後子ども教室事業も行います。 

※本年度事業は、新型コロナウイルの感染拡大状況により、随時、事業内容の見直し、延期、中

止等の措置を取りながら感染防止に十分配慮しながら行うこととします。 


